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目 的

東紀州地域ではマダイ養殖が盛んであるが，近年価格

が低迷し養殖経営を圧迫している。このためマダイに替

わる新しい養殖魚種としてマハタ等の養殖が試みられて

いる。特にマハタは魚価が高く，その成長も良好である

ことから新しい養殖魚種として期待されている。しかし

生理・生態には不明な点が多く，養殖を進めるうえで解

決すべき様々な問題が残されている。

本試験ではマハタの養殖技術のマニュアル化を目的と

して，MP飼料における適正C/P比および冬季の収容密

度について検討した。

１ 適正C/P比試験

材料および方法

平均体重約400ｇのマハタ１歳魚を163尾ずつ４試験

区に分け，それぞれ網生け簀（３ｍ×３ｍ×３ｍ）に収

容して，平成15年４月14日から６月20日までの68日間，

表１の組成によるモイストペレット（以下MP）で飼育

した。給餌回数は土，日曜日を除く５回／週とし，１回

の給餌量は飽食量とした。試験期間中の水深２ｍ層の水

温は17.1～22.2℃で推移し平均水温は19.9℃であった。

また飼育に影響を及ぼすような海況の変動は無かった。

試験の開始時および終了時には各区の総魚体重を測定

し，総尾数で除することにより平均体重を算出した。開

始時および終了時に各５尾を無作為に取り上げ，肉質の

一般成分分析を行った。

結果および考察

試験飼料の組成を表１，飼育成績を表２，肉質分析結

果を図１に示す。各区とも病気の発生はみられず，摂餌

も良好であった。補正増重率では1区が優れていたが，

C/P比との相関は見られなかった。

給餌量はC/P比が大きいほど増加した。給餌は飽食を

もって終了としたため，給餌量はほぼ摂餌量とも考えら

れる。このことからC/P比が高い方が嗜好性は高いので

はないかと考えられた。増肉係数は1区が最も優れ，４

区が最も劣った。１～３区では増肉係数に大きな差は無

かったが，４区では大きく劣った。

マハタ養殖マニュアル作成

井 上 美 佐

表１ 試験飼料の組成（％）

表２ 飼育成績
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肉質中の粗脂肪は１区，２区および３区では試験開始

時よりも増加していたが，４区においては逆に開始時よ

りも減少していた。粗タンパクでは１区，２区および４

区が試験開始時よりも増加していたが，３区では減少し

ていた。

試験飼料の一般組成では２区および３区において粗脂

肪がほぼ同程度であった。よって１区から４区までの試

験飼料のC/P比の幅が不均一になってしまい，その影響

が飼育成績，肉質に現れたのではないかと考えられた。

試験飼料の粗脂肪量が前述のような結果になったのは，

飼料作成時の混合不十分とも考えられたが，原因は不明

である。

飼料のC/P比は，魚種や魚齢、水温等に応じ適正な割

合があることが報告されているが，より正確に把握する

ためには，可消化エネルギー/可消化タンパク質でみる

べきであるという意見がある。今回の試験において増肉

係数ではC/P比62の飼料が最も優れていたが，更に検討

を加えるべきであろう。

２ ０歳魚冬季密度試験

平均体重約112ｇのマハタ０歳魚を低密度区360尾，

中密度区840尾，高密度区1680尾の３試験区に分け，

それぞれ網生け簀（３ｍ×３ｍ×３ｍ）に収容して，平

成16年１月15日から３月18日までの62日間飼育した。

試験飼料には市販のエクストルーディッドペレット

（EP）を用いた。試験期間中の水深２ｍ層の水温は13.1

～15.4℃で推移し平均水温は13.7℃であった。また飼育

に影響を及ぼすような海況の変動は無かった。

試験の開始時および終了時には各区の総魚体重を測定

し，総尾数で除することにより平均体重を算出した。開

始時および終了時に各10尾を無作為に取り上げ，血液

分析を行った。

結果および考察

飼育成績を表３に示す。各区とも病気の発生はみられ

ず，摂餌も良好であった。補正増重率および増肉係数で

は高密度区が最も優れていた。死亡率は低密度区で０％

であったが高密度区でも0.6％と低く，密度や低水温に

よる障害は無かったと考えられた。

しかし血液分析結果（表４）によると，総コレステロ

ールおよびリン脂質が中密度区および高密度区で有意に

低下していた。特にリン脂質は，魚体にストレスが加わ

ったり，不健康な状態であるときに低下することが知ら

れており，飼育成績に影響を与えるほどではないが高密

度によるストレスが存在することがうかがわれた。

今回の試験では，高密度区において良好な成績が得ら

れたが，血液性状からみた健康度では良好とは言えなか

った。言い換えれば，高密度の飼育は漁場環境や飼育条

件などの変動に対して，耐性が低い可能性がある。今後

は健康状態を正常に維持できる最大収容密度を水温，魚

齢別に検討していく必要がある。

図１ 肉質の分析結果

表３ 飼育成績
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表４ 血液分析結果


